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1 はじめに

近年，個人に適応した検索システムが数多く普及してい

る．この検索システムは数多くのアプリケーションシステ

ムで用いられている．その際，一般的にレコメンダシステ

ムが使われる．レコメンダシステムとは，特定にユーザが

興味をもつとされる情報のおすすめを提示するシステムの

ことである．しかし，レコメンダシステムにはユーザへの

適応の精度が必ずしも高くないという問題点が存在する．

本研究の目的は推奨の履歴から得られる嗜好に関する知

識の体系化により利用者へより高精度な適応を実現するレ

コメンダシステムのためのアーキテクチャ設計である．本

研究では，映画のシステムを題材にする．本研究では，セ

マンティック web 技術で記述された普遍オントロジーと

個人オントロジーの体系化をおこなう．体系化されたオン

トロジーを用いた協調フィルタリングを可能とするアーキ

テクチャ設計をする．その結果，協調フィルタリングによ

り嗜好が合うユーザ同士を比較することによりそのユーザ

の嗜好により適したものを推奨することができると考えて

いる．

2 問題点

2.1 現在における推奨システムの問題点

個人に適応した検索システムの課題として個人への精度

の高い適応が完全でない問題点が存在する．レコメンダシ

ステムで一般的に用いられている技術手法に協調フィルタ

リング手法がある．協調フィルタリングとはユーザ同士を

比較して類似度の高いユーザを推薦する方法論である．し

かし協調フィルタリングで行われる推薦ではユーザ同士の

嗜好が完全に一致しないという問題点がある．例として，

映画を題材にこの問題について考える．ユーザ A とユー

ザ B が映画ｚを見ていたとする．この二人のユーザの類

似度が高いことからユーザ B に対してユーザ A が見てい

た映画ｘを推奨する.このときユーザ Bは映画ｘが自身の

嗜好に合うものではなかった．この問題点を解決するため

に我々はオントロジーを用いることで解決できると考えて

いる．オントロジーは個々の嗜好をメタデータを用いて管

理，収集がおこなえるのでより個人の嗜好に適応すること

ができるからである．

2.2 RDF

RDF(Resource Description Framework) とは，[2]web

上にあるリソースのメタデータを記述するための枠組みの

一つである．RDF のメタデータのモデルでは，主語，述

語，目的語の３つの要素でリソースに関する関係情報を

表現し，これをトリプル (triple)と呼ぶ．主語は記述対象

のリソースを表現し，述語は主語の特徴と目的語の関係

を示す．目的語は主語との関係のある物や述語の値を表現

する．

2.3 協調フィルタリング

協調フィルタリングとは，多くのユーザの嗜好情報を蓄

積し，あるユーザと嗜好の類似した他のユーザの情報を用

いて自動的に推論を行うレコメンだ手法の一つである．協

調フィルタリングには主にユーザの行動履歴からアイテム

間の類似度を計算し，類似するアイテムをおすすめするア

イテムベース型と，ユーザの行動履歴からユーザ間の類似

度を計算し，類似するアイテムをおすすめするユーザベー

ス型がある．今回，セレンディピティ ( 素敵な偶然に出

会ったり,予想外のものを発見できること ) が高くなると

考えたためユーザベース型のアルゴリズムを用いることに

する.

3 推奨履歴から得られる利用者の嗜好の体系化
に基づく推奨システムの設計

本研究では，推奨履歴から得られる利用者の嗜好に関す

る知識と普遍的な知識をセマンティック web 技術により

統合することで，ユーザの嗜好を精度高く取得し，推奨に

利用できるシステムのアーキテクチャ設計を行う．以下，

映画を推奨するシステムを例に説明する．

提案する映画推奨システムのユースケースは次の通りで

ある．

1. ユーザが閲覧した映画について評価を心理情報，人的

情報，その映画に 1～5 段階の評価をつけ，高評価の

要素について Like プロパティを付与する．心理情報

については Plutchikの「感情の輪」で定義されている

32種類の感情表現を用いる．また、ジャンル的要素に

ついて LODとして利用する映画に関するデータベー

スの IMDB(Internet Movie Database)[1]で定義され

ている 23種類で分類する．

2. 推奨システムのユースケースを示したデータモデルを

図 1に示す．システムがユーザが閲覧した映画の評価

をデータセットで作成する．

3.「Like」で評価された要素をオントロジーとして構築

する際に，メタデータのモデルの特性で「Likeプロパ

ティ」として定義する．また，映画に関するオントロ

ジーの構成要素として「人」，「ジャンル」，「感情」の三

つの要素とユーザに対する情報を構成要素とする．定

義したプロパティを含め RDFのメタデータモデルで
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図 1 データモデル図

あるトリプルを用いて個人オントロジーを構築する．

例）見た映画=「Star Wars」→好き→心理的要素「驚

嘆」，人的要素「Natalie Portman」．実装する RDFモ

デルの一部を図 2に示す．このモデルに基づき RDF

図 2 実装する RDFモデル

を用いた構文を図 3に示す．

図 3 映画に関する RDF構文

4. 構成された個人オントロジーから SPARQL により，

Like プロパティを持つ要素を含む他ユーザの id を

抽出する．rdflib という python ライブラリを用いて

RDF の構文を読み込み，クエリでデータの抽出を行

う．図 4に結果を示す．

5. 抽出された id をもつユーザをユーザのデータセット

より検索，その id をもつユーザが見てる映画とユー

ザ A の映画で協調フィルタリングを行い，ユーザ A

に推奨を行う．本研究では提案されるシステムで示さ

図 4 抽出結果

れる協調フィルタリングのプログラムによる実行につ

いて，ユーザの評価を 5段階として実行を行い，実行

結果として評価したクラスが抽出された．実行結果を

図 5に示す．

図 5 実行結果

4 考察

本研究で提案される知識の統合を現実的に行った場合，

ユーザの数だけ嗜好情報が増え，システムの処理時間や処

理数などが増えると予想される．その状況を考慮すると推

奨システムの有用性について確認する必要がある．そのた

めには，本研究で提案されるシステム全体の実装を行う必

要があると考えている．よって，我々は全体の実装を行っ

てから現実的にシステムが機能できるかどうかがわかると

考えている．

5 まとめ

本研究では推奨の履歴から得られる嗜好に関する知識の

体系化により利用者へより高精度な適応を実現する推奨シ

ステムのためのアーキテクチャ設計を行った．結果として

提案したシステム全体の実装を行うまでには至らなかっ

た．しかし，提案したアーキテクチャ設計により嗜好に関

する知識の体系化を行え，高精度な適応が見込めることは

確認できた．今後は現実的にシステムが機能するかどうか

知るため，システム全体の実装を行う必要があると考えて

いる．
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